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パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
特
徴 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
」
と
は
、
一
週
間
の
労
働
時
間
が

三
五
時
間
以
下
の
者
を
い
う
。
近
年
の
推
移

を
見
て
み
る
と
、
男
性
が
増
加
、
女
性
が
減

少
の
傾
向
に
あ
る
。
総
数
で
は
一
九
九
七
年

ま
で
減
少
傾
向
、
そ
の
後
横
ば
い
か
ら
や
や

増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る（
図
表
１
参
照
）。
二

〇
〇
四
年
時
点
で
、
男
性
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

は
男
性
雇
用
者
全
体
の
一
一
・
一
％
。
こ
の

数
値
は
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か

け
て
四
ポ
イ
ン
ト
強
増
加
し
て
い
る
。
一
方

で
女
性
は
七
四
・
一
％
。
同
じ
一
四
年
間
に

九
ポ
イ
ン
ト
弱
減
少
し
て
い
る（
図
表
２
参

照
）。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

特
徴
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（
１
）。 

 

ま
ず
、
全
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
占
め

る
女
性
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
次
に

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
職
種
と
し
て
多
い
の
が

公
共
の
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
や
商
業
・
運
輸
業

な
ど
で
あ
る
。
産
業
に
よ
っ
て
は
、
労
働
市

場
で
弱
い
立
場
に
あ
り
最
低
賃
金
水
準
の
就

労
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
依
存
し
て
い
る
部
門
も
あ
る
。
と
り
わ

け
地
方
自
治
体
所
属
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

健
康
・
病
院
ケ
ア
、
託
児
所
、
清
掃
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ
ジ

な
ど
の
職
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
典
型
的
な

女
性
の
職
種
で
あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

約
四
〇
％
が
こ
の
職
種
に
従
事
し
て
い
る
。 

 

男
性
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
ほ
と
ん

ど
が
商
業
・
運
輸
業
に
従
事
し
て
い
る
。
男

性
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
主
に
五
五
歳

以
上
の
者
、
あ
る
い
は
学
生
が
占
め
て
い
る
。

若
年
者
に
多
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
男
性
、

女
性
と
も
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
一
六

歳
〜
二
四
歳
の
年
齢
層
で
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
就
く
学
生
が

増
加
し
て
い
る
の
は
、
住
宅
費
お
よ
び
生
活

費
が
上
昇
し
て
お
り
学
生
ロ
ー
ン
や
奨
学
金

の
支
給
水
準
で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
た
め

で
あ
る
。 

 

ま
た
、
長
時
間
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
数

（
週
三
〇
時
間
以
上
労
働
）
が
減
少
す
る
傾

向
も
見
ら
れ
る
。 

 

女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
多
い
こ
と

の
背
景
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
の
労

働
力
率
が
高
い
こ
と
が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
労
働
力
率
（
一
六
歳
〜
六
四
歳
、
二
〇

〇
三
年
）
は
、
男
性
七
九
・
九
％
、
女
性
が

七
六
・
二
％
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の

労
働
力
率
（
一
五
歳
〜
六
四
歳
、
二
〇
〇
三

年
）
は
、
男
性
で
八
四
・
六
％
、
女
性
が
六

〇
・
〇
％
で
あ
る（
２
）。
女
性
が
労
働
市
場

に
多
く
参
入
し
て
い
る
理
由
と
し
て
一
九
六

〇
年
代
以
降
の
少
子
化
の
問
題
が
あ
る
。
少

子
化
問
題
に
直
面
し
た
北
欧
諸
国
は
そ
の
克

服
策
と
し
て
女
性
労
働
力
を
活
用
す
る
政
策

を
推
進
し
て
い
っ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
が

あ
る（
３
）（
４
）。 

   

組
織
化

と
処
遇 

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織
化
と
処
遇

と
い
う
観
点
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
見
る
と
、

日
本
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
て
は
い
な
い
。
少
な

く
と
も
週
一
七
時
間
以
上
働
い
て
い
れ
ば
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
と
同
等
の
（
就
労
時
間
に
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見
合
っ
た
）
処
遇
を
得
ら
れ
る
。
一
七
時
間

以
下
の
労
働
者
は
い
く
つ
か
の
処
遇
面
で
格

差
が
あ
る
が
す
べ
て
の
雇
用
者
は
労
働
時
間

に
関
係
な
く
傷
病
手
当
、
年
金
、
有
給
休
暇

な
ど
を
取
得
で
き
る（
５
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
一
九

九
九
）
に
よ
る
と
、
同
じ
仕
事
内
容
を
行
な

っ
て
い
る
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
賃
金
格
差
を
見
た
場
合
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
が
一

〇
〇
に
対
し
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
時
間

当
た
り
賃
金
は
九
二
・
三
で
あ
る
。
ち
な
み

に
日
本
の
場
合
六
六
・
四
で
あ
る（
６
）。 

 

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労
働
組
合
組

織
率
が
高
い
。
少
々
古
い
デ
ー
タ
だ
が
労
働

力
調
査
に
よ
る
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

七
七
％
が
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

女
性
労
働
者
の
組
織
率
が
八
四
％
、
移
民
労

働
者
が
八
二
％
で
あ
る（
一
九
九
八
年
）（
７
）。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
組
織
率
は
全
般
的
に
高
い
。

そ
れ
は
失
業
保
険
基
金
が
労
働
組
合
に
よ
っ

て
産
業
別
に
組
織
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
組

合
に
入
ら
な
け
れ
ば
失
業
保
険
の
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る（
８
）。
ま

た
、
女
性
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織

率
が
高
い
の
は
差
別
や
不
当
な
扱
い
な
ど
、

職
場
に
お
い
て
弱
い
立
場
に
あ
る
た
め
、
組

合
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る（
９
）。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
労
働
者
お
よ
び

失
業
者
を
組
織
し
て
い
る
労
働
組
合
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
地
方
自
治
体
労
働
者
組

合
、
小
売
業
労
働
者
組
合
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
労
働
者
組
合
、
建
物
管
理
労
働
者
組

合
で
あ
る（
１０
）。 

   

雇
用
保
障

の
動
き 

 

昨
年
来
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用

保
障
を
目
的
と
す
る
「
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
法

案
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
雇

用
が
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
地
位
で
あ
り
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
は
代
替
措
置
に
過
ぎ
な

い
と
規
定
す
る
法
案
が
二
〇
〇
六
年
の
春
、

議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

社
民
党
政
権
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
は

裏
を
返
せ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
失
業
で
あ
る

と
す
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
多
く
が
も
っ

と
長
い
時
間
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
市
場
が
整
っ
て
い
な

い
た
め
に
意
に
反
し
た
働
き
方
を
し
て
い
る

（
１１
）。
つ
ま
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
を
増
や

す
こ
と
で
失
業
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
の
問
題
は
、
働
き
方
や
処
遇
は
実
質
的
に

フ
ル
タ
イ
ム
と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外

の
側
面
で
の
違
い
に
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
職
場
に
お
け
る
親
密
な

人
間
関
係
を
形
成
で
き
な
か
っ
た
り
、
職
場

参
加
の
機
会
に
乏
し
く
、
職
業
訓
練
の
機
会

に
も
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
方
で
使
用
者
側
は
法
案
に
反
対
の
意
向

を
示
し
て
い
る
。
就
労
時
間
は
労
使
の
交
渉

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
法
案
責
任
者
の
雇
用
大
臣
も
労
働
市

場
庁
や
国
家
労
働
市
場
委
員
会
、
労
働

生
活
研
究
所
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
機
関

は
使
用
者
側
の
意
向
に
共
鳴
し
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
雇
用
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
も
増
加
す
る
効
果

が
生
ま
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

   

有
期
・
臨
時
雇
用
の 

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー 

 

一
九
九
九
年
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働

者
を
組
織
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
総

同
盟
（
Ｌ
Ｏ
）
が
発
表
し
た
報
告
書
を

参
照
す
る
と
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九

九
八
年
に
か
け
て
、
正
規
雇
用
フ
ル
タ
イ
ム
、

正
規
雇
用
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
有
期
フ
ル
タ
イ

ム
、
有
期
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い
う
雇
用
形
態

に
お
い
て
、
男
女
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ

っ
た
か
推
移
を
み
る
こ
と
が
で
き
る（
１２
）。

女
性
の
有
期
パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
八
年
間
を
通

じ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
男
性
で
は
有
期
の

フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
も
に
増
加

し
て
い
る（
１３
）。 

 

こ
の
デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
は

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
中
で
も
有
期
雇
用
の
場

合
で
あ
る
。
昨
年
来
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
盛

ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
労
使
関
係
法
制
の
改

革
は
、
先
述
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
ほ

か
に
、
有
期（fixed-term

）及
び
臨
時（tem

-
porary

）雇
用
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
処
遇
の
格
差
と
い

う
観
点
に
着
目
す
れ
ば
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
と
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
格
差
よ
り
む

し
ろ
、
臨
時
・
有
期
労
働
者
と
正
規
労
働
者

（perm
anent w

orker

）の
格
差
の
方
が
喫
緊

の
課
題
だ
と
言
え
る
。
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
有
期
雇
用
者
は
若
年
で
、
し
か
も
女
性
で

あ
る
場
合
が
多
い
。
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
に

着
目
す
る
と
有
期
雇
用
者
の
雇
用
者
全
体
に

占
め
る
割
合
は
男
性
で
三
七
％
（
二
〇
〇
四

年
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
は
五
六
％

で
あ
る（
図
表
３
及
び
４
参
照
）。 

   

臨
時
雇
用
者

の
保
障
に
関
す
る 

　
最
近
の
法
改
正 

 

最
近
法
律
が
改
正
さ
れ
、
従
来
、
十
分
な

所
得
や
雇
用
保
障
が
な
い
臨
時
雇
用
者
の
労

働
条
件
が
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
改
善
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
対
象
と
な
る
の
は
主
に
若

年
や
女
性
の
労
働
者
約
五
〇
万
人
で
あ
る
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
臨
時
雇
用
が
適
用
さ
れ

る
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
正
規
の
職
に

就
く
権
利
が
得
や
す
く
な
る
こ
と
。 

 

改
正
前
は
、
有
期
・
臨
時
雇
用
と
し
て
少

な
く
と
も
十
一
以
上
の
形
態
が
存
在
し
て
い

た
。
臨
時
的
な
仕
事
の
滞
積
の
た
め
の
雇
用

や
兵
役
前
の
雇
用
、
年
金
受
給
者
の
雇
用
の 
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た
め
の
有
期
契
約
、
職
業
訓
練
雇
用
、
休
暇

仕
事
（
学
生
が
休
暇
期
間
中
に
臨
時
に
働
く

こ
と
）
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
に
広
範
に
認
め
ら
れ
て
き
た
臨
時
雇
用
が

法
改
正
で
、
①
自
由
に
労
働
時
間
を
限
定
で

き
る
雇
用
②
一
時
的
な
代
替
雇
用
③
試
用
の

た
め
の
有
期
雇
用
④
五
七
歳
以
上
の
退
職
者

の
有
期
雇
用
―
―
の
四
つ
の
形
態
に
整
理
さ

れ
る
。
同
一
の
使
用
者
が
臨
時
雇
用
と
し
て

労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

五
年
間
に
一
四
カ
月
間
が
上
限
で
あ
る
。
現

行
法
で
は
臨
時
雇
用
と
し
て
一
二
カ
月
間
雇

用
さ
れ
た
労
働
者
は
、
最
初
に
空
席
ポ
ス
ト

に
就
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
改
正
後
は
そ
の
期
間
が
短
縮
化
し
六
カ

月
を
経
過
し
た
労
働
者
に
そ
の
権
利
が
付
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
改
正
で
使
用
者
が
臨
時
雇
用
者
を
簡

単
に
解
雇
す
る
の
を
抑
止
し
、
不
安
定
な
雇

用
期
間
を
短
縮
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

改
正
前
の
法
制
下
で
は
雇
用
期
間
が
一
年
を

迎
え
る
直
前
に
臨
時
雇
用
者
を
解
雇
す
る
の

が
使
用
者
の
常
套
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
労

組
出
身
の
ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
ソ
ン
雇
用
大
臣

は
「
使
用
者
が
六
カ
月
の
間
隔
で
採
用
と
解

雇
を
繰
り
返
す
よ
う
な
事
態
が
な
く
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
六
カ
月
ご
と
の
採
用
・
雇

用
の
繰
り
返
し
は
時
間
の
浪
費
と
不
信
を
助

長
し
て
し
ま
う
」
と
述
べ
た
。
新
し
い
法
律

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
雇
用
、
季
節
雇
用
お
よ

び
試
し
雇
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

雇
用
形
態
は
、
女
性
が
多
く
就
い
て
お
り
、

小
売
、
医
療
、
高
齢
者
や
子
供
の
ケ
ア
な
ど

の
職
種
で
広
く
見
ら
れ
る（
１４
）。 

　
Ｌ
Ｏ
は
こ
の
新
し
い
法
律
を
現
行
政
府
に

よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
最
も
重
要
な
改
革
で
あ

る
と
高
く
評
価
し
て
い
る（
１５
）。
一
方
で
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
連
盟
（
Ｓ
Ｎ
）
は
経
営

者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
と
論
評
し
て
い

る
。
採
用
と
解
雇
の
権
利
を
制
限
す
る
い
か

な
る
法
律
も
経
営
者
の
権
利
を
犯
す
も
の
で

あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
柔
軟
性
が
不
可

欠
で
あ
る
と
主
張
す
る
。 

   

労
働
市
場
柔
軟
化

の
議
論
の
流
れ 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
柔

軟
性
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
雇
用
保
護
法

制
の
緩
和
の
動
き
に
は
じ
ま
る
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
お
い
て
非
典
型
雇
用
、
す
な
わ
ち
パ

ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
や
有
期
・
臨
時
雇
用
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
労
働
市
場
の
柔
軟

化
」と
い
う
動
き
の
中
で
増
加
し
て
き
た（
１６
）。

一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
革
新
政
権
に
よ
っ
て

い
わ
ゆ
る
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
モ
デ
ル
」
が
形

成
さ
れ
た
。
や
が
て
景
気
低
迷
へ
の
対
応
か

ら
「
労
働
市
場
の
柔
軟
性
論
議
」
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
。
企
業
内
で
の
労
働
力
の
質
と

量
の
調
整
を
可
能
に
す
る
た
め
、
雇
用
形
態

の
多
様
化
、
臨
時
的
な
有
期
契
約
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
契
約
の
活
用
が
一
般
化
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
法
律
面
で
の
改
定
を

と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
雇
用
保
護
立
法
、

労
働
協
約
の
修
正
に
よ
る
解
雇
規
制
の
緩
和

と
い
う
動
き
と
と
も
に
、
有
期
雇
用
の
拡
大
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
契
約
の
増
加
と
い
う
動
き
と

し
て
現
れ
る
。
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
八
〇
年

代
初
頭
と
い
う
時
期
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お

い
て
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
が
急
速
に
増
加
し

た
の
で
あ
る
。 

 

八
〇
年
代
に
な
る
と
北
欧
諸
国
に
お
い
て

使
用
者
側
は
更
な
る
外
部
市
場
の
柔
軟
性
を

高
め
る
た
め
、
雇
用
保
護
法
制
の
緩
和
と
非

典
型
的
雇
用
契
約
、
つ
ま
り
有
期
契
約
・
臨

時
契
約
の
可
能
性
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
試

み
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
七
六
年

か
ら
八
二
年
ま
で
の
保
守
連
合
下
で
雇
用
保

護
法
が
改
正
さ
れ
た
。
八
二
年
雇
用
保
護
法

改
正
に
よ
る
規
制
緩
和
は
有
期
契
約
類
型
の

利
用
の
拡
大
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
更
に
九

一
年
に
政
権
に
復
帰
し
た
保
守
連
合
が
九
四

年
に
再
度
雇
用
保
護
法
の
改
正
を
お
こ
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
雇
用
保
護
法
の
改

正
は
、
非
典
型
雇
用
の
活
用
を
拡
大
さ
せ
る

大
き
な
流
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
方
で
最
近
五
年
の
法
改
正
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
や
有
期
・
臨
時
労
働
者
の
地
位

を
保
障
す
る
と
い
う
意
味
で
の
雇
用
保
障
の

強
化
と
い
う
方
向
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一

九
七
〇
年
代
以
来
数
十
年
の
ス
パ
ン
で
経
緯

を
外
観
す
る
と
、
最
近
五
年
ほ
ど
の
動
き
は

行
き
過
ぎ
た
振
り
子
を
元
に
戻
す
よ
う
な
傾

向
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け

る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
問
題
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
固
有
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
期
限
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
と
期
限
付
き
の
労
働

契
約
の
間
の
格
差
、
正
規
雇
用
と
臨
時
雇
用

の
間
の
格
差
、
男
女
間
格
差
の
問
題
と
い
う

問
題
が
混
在
す
る
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。 

 

日
本
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
課
題
を
女
性

が
多
い
と
い
う
側
面
や
雇
用
契
約
が
形
態
と

し
て
は
無
期
契
約
で
は
な
い
と
い
う
側
面
に

着
眼
す
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
同
様
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
背
景

や
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
異

な
る
。
正
規
雇
用
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
多

い
と
い
う
こ
と
、
組
織
率
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
高
い
女
性
労
働
力
率
も

見
逃
せ
な
い
。 

〔
注
〕 

１
．
以
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
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男
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
増
加 

 

英
国
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
（
１
）は
、
既

婚
女
性
が
子
育
て
の
期
間
に
労
働
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
に
選
ぶ
就
業
形
態
と
し
て
第
二

次
大
戦
以
降
広
く
普
及
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

„Em
ploym

ent O
utlook 2005

“
に
よ
れ

ば
、
就
業
者
に
占
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
割
合
は
、
Ｅ
Ｕ
内
で
は
オ
ラ
ン
ダ
に
次

い
で
高
い
二
五
・
四
％
で
就
労
者
の
四
人
に

一
人
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
し
て
働
い

て
い
る
。 

 

最
新
の
統
計
（
英
国
統
計
局
「
労
働
市
場

調
査
」
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
一
〜
三

月
期
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
数
は
、
七
三

三
万
九
〇
〇
〇
人
、
う
ち
七
七
・
四
％
（
五

六
八
万
五
〇
〇
〇
人
）
を
女
性
が
占
め
る
。

出
産
後
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
は
な
く
、
フ
ル
タ

イ
ム
に
復
帰
す
る
女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
女
性
就
業
者
全
体
に
占
め
る
パ
ー
ト

労
働
者
の
割
合
は
一
九
九
五
年
の
八
一
・
六

％
か
ら
七
七
・
五
％
（
二
〇
〇
五
年
）
に
ま

で
低
下
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
比
率
の
低
下
と

労
働
力
率
（
一
九
九
五
年
＝
六
六
・
六
％
、

二
〇
〇
五
年
＝
七
〇
・
〇
％
）
の
上
昇
が
同

時
進
行
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
男
性
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
傾
向
で
、
男

性
就
業
者
全
体
に
占
め
る
パ
ー
ト
の
割
合
は

一
九
九
五
年
の
七
・
九
％
か
ら
二
〇
〇
五
年

に
は
一
〇
．
六
％
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の

背
景
に
は
①
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
Ｅ
Ｕ
指
令

を
国
内
法
化
し
た
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

規
則
」（
２
）が
施
行
さ
れ
、
パ
ー
ト
に
対
す
る

均
等
な
取
り
扱
い
の
法
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
、

②
労
働
者
の
間
で
仕
事
と
家
庭
や
個
人
の
生

活
を
調
和
さ
せ
、
よ
り
柔
軟
に
働
き
た
い
と

い
う
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
③
こ
の
志

向
を
支
援
す
る
様
々
な
施
策
（
い
わ
ゆ
る
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
関
連
施
策
）
を

政
府
が
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

 
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
た
雇

用
法
に
お
い
て
六
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
親

に
対
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
を
は
じ
め

と
す
る
「
柔
軟
な
働
き
方
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・

ワ
ー
キ
ン
グ
）
」
の
申
請
権
を
与
え
た
こ
と

か
ら
、
男
性
の
育
児
参
加
に
関
連
し
た
パ
ー

ト
タ
イ
ム
就
労
が
今
後
拡
大
す
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。 

   

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
処
遇 

　
―
賃
金
・
労
働
時
間
― 

 

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
規
則
」
に
基
づ

き
、
パ
ー
ト
と
フ
ル
タ
イ
ム
間
で
の
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
の
原
則
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
の
時
間
あ
た
り
賃
金
に
は
格
差
が
あ
る
。

英
国
統
計
局
「
所
得
に
関
す
る
年
間
調
査
結

果
」
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
五
年
四
月
に
お
け
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
時
間
あ
た
り
賃
金 

マ
ー
の
特
徴
に
つ
い
て
は
当
機
構
海
外
労
働
情
報

の
二
〇
〇
五
年
四
月
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る 

２
．
『
国
際
労
働
比
較2006

』
（
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
）
参
照 

３
．
田
中
（
二
〇
〇
〇
）
な
ど
に
よ
る 

４
．
田
中
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
れ
ば
一
九
五
五
年
の

女
性
の
労
働
力
率
は
五
五
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

サ
ー
ビ
ス
部
門
を
中
心
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
一

方
で
男
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
増
加
し
て
い

る
の
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら

男
性
に
一
定
期
間
育
児
に
参
加
さ
せ
る
制
度
が
あ

る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

５
．Sundstrom

（1987

）
参
照 

６
．
『
男
女
共
同
参
画
白
書
（
平
成
一
五
年
版
）
』 

７
．
ア
ン
デ
レ
ス
・
シ
ェ
ル
ベ
リ
（
二
〇
〇
三
）
の

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
を
参
照 

８
．
『
世
界
の
厚
生
労
働
二
〇
〇
三
』
を
参
照 

９
．
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
ト
レ
ン
ド
」
二
〇

〇
三
年
一
二
月
号
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ル
ン
ト
大

学
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
フ
ァ
ー
ル
ベ
ッ
ク
教
授
の

講
演
よ
り 

１０
．
当
機
構
海
外
労
働
情
報
二
〇
〇
五
年
四
月
参
照 

１１
．
波
江
（
二
〇
〇
五
）
を
参
照 

１２
．
こ
こ
で
正
規
雇
用
と
は
期
限
の
定
め
の
な
い
雇

用
形
態
で
あ
り
、
有
期
と
は
期
限
の
定
め
の
あ
る

雇
用
形
態
を
指
す 

１３
．
猿
田
正
機
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照 

１４
．
当
機
構
海
外
労
働
情
報
二
〇
〇
五
年
四
月
参
照 

１５
．
五
月
二
二
日
に
Ｌ
Ｏ
が
発
表
し
た
プ
レ
ス
リ
リ

ー
スU

R
L

：http://w
w
w
.lo.se/hom

e/lo/ 
hom
e.nsf/unidView

/D
C
19513D

F5596D
3C
C

12571760044B
74E 

１６
．
以
下
、
青
野
覚
（
一
九
九
五
）
を
参
照 

【
参
考
文
献
】 

 
青
野
覚
（
一
九
九
五
）
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け

る
「
労
働
（
市
場
）
の
柔
軟
化
」
論
と
労
働
法
―
有

期
雇
用
契
約
規
制
の
緩
和
を
中
心
と
し
て
―
」
『
松

山
大
学
論
集
』
七
巻
五
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月 

 

ア
ン
デ
レ
ス
・
シ
ェ
ル
ベ
リ
（
二
〇
〇
三
）
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
組
合
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
組

合
が
直
面
す
る
数
多
く
の
挑
戦
（
一
）
〜
（
三
）
」

『
生
活
経
済
政
策
』
第
八
一
号
〜
第
八
三
号
、
二
〇

〇
三
年
一
〇
月
〜
一
二
月
、
生
活
経
済
政
策
研
究
所 

 

加
藤
喜
久
子
（
二
〇
〇
一
）
「
職
業
経
歴
の
形
成

条
件
に
関
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
的
考
察--

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
お
け
る
労
働
市
場
の
女
性
化
」
『
北
海
道

情
報
大
学
紀
要
』
一
二
巻
（
二
号
） 

、
二
〇
〇
一

年
三
月 

 

猿
田
正
機
（
二
〇
〇
二
）
「
雇
用
・
労
働
時
間
と

労
使
関
係--

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
事
例
と
し
て
」
『
中

京
経
営
研
究
』
一
二
巻
（
一
号
）
、
二
〇
〇
二
年
九

月 
 

田
中
裕
美
子
（
二
〇
〇
〇
）
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
動
向
―
日
本
お
よ
び
欧
米

と
の
国
際
比
較
に
む
け
て
」
『
経
済
学
論
叢
』
、
五

一
巻
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
同
志
社
大
学
経
済

学
会 

 

田
中
裕
美
子
（
二
〇
〇
一
）
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
の
国
際
比
較
―
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
類
型
化
に

向
け
て
」『
女
性
労
働
研
究
』、
四
〇
号
（
二
〇
〇
一

年
七
月
）
女
性
労
働
問
題
研
究
会 

 

波
江
巌
（
二
〇
〇
五
）
『
労
働
市
場
政
策
に
関
す

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
の
比
較
研
究
』
立
命
館
大

学
、
平
成
一
七
年
四
月 

  "O
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 SC
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（
３
）は
、
六
・
六
四
ポ
ン
ド
で
フ
ル
タ
イ
ム

（
一
〇
・
六
九
ポ
ン
ド
）
と
の
差
は
四
・
〇

五
ポ
ン
ド
。
二
〇
〇
一
年
四
月
（
四
・
〇
〇

ポ
ン
ド
）
と
比
較
し
て
格
差
が
縮
小
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
労
働
時
間
に
つ

い
て
み
る
と
、
わ
が
国
と
異
な
り（
４
）パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
時
間
は
短
く
、
週

平
均
一
五
・
七
時
間
（
労
働
力
調
査
二
〇
〇

六
年
一
〜
三
月
期
）
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働

者
の
半
分
以
下
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。 

   

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
発
展
型 

　
―
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
― 

 

柔
軟
な
働
き
方
へ
の
関
心
が
高
い
英
国
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
「
時
短
型
」
の
労
働
形
態
が
発
展
し
つ
つ

あ
る（
５
）。
そ
の
典
型
と
し
て
ジ
ョ
ブ
・
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
が
あ
る
。
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
と
は
、
一
人
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の

職
務
を
特
定
の
二
人
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
）
労
働
者
が
組
と
な
っ
て
週
の
勤
務
日
あ

る
い
は
一
日
の
う
ち
の
午
前
と
午
後
な
ど
で

責
任
分
担
す
る
就
労
形
態
を
指
す
。 

 

ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
働
く
労
働
者

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
規
則
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
、
賃
金
は
各
自
の
実
際
の
労
働
時

間
を
基
準
に
支
払
わ
れ
る
。
雇
用
均
等
委
員

会
（
Ｅ
Ｏ
Ｃ
）
「
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
学
期
間
労
働
二
〇
〇
四
」
に
よ
れ
ば
、
〇

〜
四
歳
の
子
を
持
つ
女
性
に
お
い
て
ジ
ョ
ブ
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
割
合
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
る
（
四
・
三
％
）。
ま
た
、
英
国
職

場
雇
用
関
係
調
査
二
〇
〇
四
（
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）

に
よ
れ
ば
、
非
管
理
職
の
従
業
員
に
ジ
ョ
ブ
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
企
業
の
割
合
は

前
回
調
査
（
三
一
％
）
と
比
較
し
て
一
〇
ポ

イ
ン
ト
（
四
一
％
）
増
加
し
て
お
り
、
育
児

期
に
お
け
る
短
時
間
勤
務
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

企
業
に
と
っ
て
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
行
な
う
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
考
え
る
と
、
職
務
を
分
担
す
る
労
働
者
を

見
つ
け
る
の
が
困
難
と
い
っ
た
運
用
上
の
困

難
さ
は
あ
る
も
の
の
、
「
一
人
分
の
賃
金
で

複
数
の
労
働
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用
で
き

る
。
生
産
性
や
創
造
性
を
高
め
る
働
き
方
」

（
６
）だ
と
し
て
、
管
理
職
や
専
門
職
に
短
時

間
勤
務
が
導
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
場
従

業
員
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
職
務
と
責
任
を
複

数
の
労
働
者
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
モ
ラ

ー
ル
向
上
、
欠
勤
率
の
低
下
、
熟
練
工
の
定

着
な
ど
の
効
果
が
あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。 

〔
注
〕 

１
．
英
国
で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る

法
令
上
の
明
確
な
定
義
は
な
く
、
政
府
統
計
で
は

「
週
労
働
三
〇
時
間
未
満
」
の
者
を
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。 

２
．
正
式
名
称
は
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
不
利

益
取
り
扱
い
の
防
止
に
関
す
る
規
則
」
＝
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
と

同
等
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
、
そ
の
範
囲
は

賃
金
の
み
な
ら
ず
、
年
金
、
教
育
訓
練
、
病
気
休

暇
手
当
、
昇
進
・
移
動
・
一
時
解
雇
の
選
定
基
準

な
ど
を
含
む
。 

３
．
二
〇
〇
五
年
一
一
月 

A
nnual 

survey 
of 

hours and earnings 

に
基
づ
く 

４
．
わ
が
国
に
お
い
て
は
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
な
が
ら

も
通
常
の
労
働
者 

と
同
様
な
時
間
数
と
日
数
勤

務
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
（
擬
似
パ
ー
ト
）
が

多
数
存
在
す
る
。 

５
．
こ
の
ほ
か
の
時
短
型
の
労
働
形
態
と
し
て
は
、

学
期
間
労
働
（Term

-tim
e

）
＝
子
供
の
学
校
の

休
暇
中
は
無
給
休
暇
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
期

間
限
定
労
働
時
間
短
縮
（Reduced hours for a 

lim
ited period

）
＝
　
連
続
し
た
一
定
の
期
間
（
例

え
ば
六
カ
月
）
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
そ
の
後
通

常
の
時
間
に
戻
す
、
な
ど
が
あ
る
。 

６
．
佐
藤
博
樹
、
武
石
恵
美
子
『
男
性
の
育
児
休
業
』
、

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
四 

（
国
際
研
究
部
　
淀
川
京
子
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